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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

→握力、上体起こし、反復横跳び、持久走、 

長座体前屈、５０ｍ走 

○前回の記録より下回った種目 

→立ち幅跳び、ハンドボール投げ 

・授業で作成したトレーニングプログラムの取組が、全身

持久力や筋力に関して一定の成果が見られるものの、 

瞬発力や巧緻性の向上については必ずしも結び付いて

いない。 

 ○前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

 →握力、上体起こし、反復横跳び、持久走、 

  長座体前屈、ハンドボール投げ、５０ｍ走 

○前回の記録より下回った種目 

→立ち幅跳び 

・授業で作成したトレーニングプログラムの取組が、全身 

持久力や筋力に関して一定の成果が見られるものの、 

瞬発力の向上については必ずしも結び付いていない。 

 ・「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする  

ことは好きか」の質問項目において肯定的な回答 

が昨年よりも増加している。 
→R6男子:87.9% 女子:61.7% 

   Ｒ7 男子：88.8％ 女子：70.2％ 

・体育の授業を除く１週間の総運動時間が 60分未満

の「ほとんど運動しない子ども」の割合 
→R6 男子: 9.9% 女子:37.5% 

Ｒ7 男子：18.3％ 女子：36.8％ 

・運動やスポーツをすることが好きな子どもは増加

傾向にあるが、運動習慣が身に付いていない子ど

もに対する取組については、運動時間の増加といっ

た項目に明確な効果が表れていない。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

・「思春期講話」を実施する。 

・学校運営協議会を通して、あいさつ運動や子どもの健康面の考察を行い、太平中学校区の子どもの健康な心や体づくりを進める。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・「課題探究的な学習」の推進 

・ICT(1人 1台端末等)を活用した

学習活動の充実(自他の意見を交

流したり、動きを撮影したりするな

どして様々な角度から学びを深め

る。) 

・体育の授業の充実（活動量の確保・

内容、教材の工夫・個に応じた指

導、個人でできる取組） 

・家庭で実践できる運動例の提示 

・教科授業の充実（生徒の生活に沿った題材を取り

扱う、ICT（1人 1台端末）を活用し調べ学習を

行うなど） 

・校内の掲示物を充実させ、保健便りを発行する

など、生徒や家庭に対して健康の大切さを啓発し

ていく。 
・技術・家庭科の授業では「食事の大切さを知る」

「栄養について学ぶ」「献立を立てる」「食事を通し

自分の生活を見直し改善策を立てられるように

する」ことを指導していく。 

・給食だよりや給食カレンダーを通して、食と健康

のつながりについて指導していく。 

・シャボテンログを活用した心の状況の把握と適

切な支援より、生徒の心の健康の維持に努める。 

 

 

運動の機会充実を図る環境整備の推進 

・学年体育大会の実施と種目の工夫 

・昼休みの体育館・グラウンドの使用の促進           

・体育系部活動の充実 

・ボッチャを昼休みに行うことができる環境

を整えることで、障がい者スポーツへの理

解を深めたり、気軽に体を動かすことがで

きる機会をつくったりする。 

 


